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神戸総合技術研究所では、神戸製鋼所の環境管理規程ならびに環境省が定める 

エコアクション 21 に沿った環境経営マニュアルを整備し、省エネルギー、省資源、廃棄物  

削減等に配慮しつつ研究開発活動を進めています。環境負荷軽減に資する新製品・  

新技術の研究開発を通じて社会に貢献してまいります。 
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１．事業所の概要 

対象組織・サイト（点線で囲った部分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）登録事業者名 

株式会社神戸製鋼所 神戸総合技術研究所（略称、技研） 

２）所在地 

〒651-2271 兵庫県神戸市西区高塚台１丁目５番５号 

３）代表者・環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 

代表者（事業所環境統括責任者）開発業務部長︓村上 昌吾 

環境管理責任者  開発業務部 総務室長︓西島 太郎 

事務局長       開発業務部 総務室 安全設備チーム︓古谷 敦志 

担当者           開発業務部 総務室 安全設備チーム︓島本 陽介  TEL︓078-992-5523 

４）事業内容 

技術ならびに製品に関する研究開発業務 

５）事業の規模 

従業員            561名（2023年 4月現在） 

工場延べ床面積      64,330㎡ 

６）事業年度 

当年 4月 1日より翌年 3月 31日 

 

※㈱神戸製鋼所の環境活動の詳細︓KOBELCO グループ統合報告書・ESG データブック参照。 

     URL︓https://www.kobelco.co.jp/about_kobelco/outline/integrated-reports/index.html 

https://www.kobelco.co.jp/about_kobelco/outline/integrated-reports/index.html
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２．環 境 経 営 方 針 
 

〔 環 境 理 念 〕 
神戸総合技術研究所は、地球環境の保全と調和に配慮し省資源・省エネルギー活動に努め、社会的責任を 

果たします。 
〔 環 境 経 営 方 針 〕 

神戸総合技術研究所は、環境経営システム（エコアクション２１）にのっとり、全所員が一丸となって自主的 
・積極的に環境保全活動に取組みます。 

 
＜環境保全への行動指針＞ 
１．環境関連法規制やその他の要求事項を順守します。 

２．環境経営目標を定めて定期的に見直しを行い、継続的改善に努めます。 

３．全所員参加による取組みを継続して環境マインドの向上に努めます。 

   ４．具体的な取組みとして次のことを推進します。 
① 二酸化炭素排出量の削減のため、電力・都市ガス使用量の抑制に取組みます。 
② 天然資源である水とコピー用紙を適正に使用します。 
③ 事業活動によって発生する廃棄物の排出量の抑制と適正な分別回収を行い、再資源化に努めます。 
④ 使用する化学物質の適正な管理を行います。 
⑤ 環境・資源・エネルギー問題の解決に資する研究開発を推進します。 

５．環境経営方針は社内に掲示し、全所員に周知すると共に外部へも公表します。 
制 定 2007年 1月 26日 
改 定 2022年 ５月 11日 

株式会社 神戸製鋼所 神 戸 総 合 技 術 研 究 所 
                                   代表者（事業所環境統括責任者） 

村 上  昌 吾  

３．実施体制 

エコアクション２１（ＥＡ２１）の活動を行うための組織図概要を図１に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図１ ＥＡ２１組織図概要 
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4．活動計画（目標達成手段） 

22年度に活動を計画した環境目的、目標を達成するための手段は下記のとおり。 

１）電力・都市ガス使用量の抑制 

①冷暖房都市ガス使用量の抑制（冷暖房用都市ガス使用量を監視） 

②省エネ意識の継続活動 

③省エネ化の推進 

 

２）上水の適正な使用 

①上水の適正な使用（上水を大量に使用する設備の抽出） 

②モニタリング（上水使用量を監視） 基準値・警戒値を超えた時の要因究明と対応 

③省エネ意識の継続活動（啓発活動の実施） 

 

３）コピー用紙の適正な使用 

①コピー用紙の適正な使用（コピー用紙の使用量を把握） 

②ペーパレス化 

③省資源意識の継続活動 

 

４）一般可燃廃棄物の排出量の抑制 

①一般可燃廃棄物の排出量の把握 

②省資源意識の継続活動（3R活動） 

 

５）化学物質の適正な管理 

①薬品管理の徹底 

②薬品に関する規程の周知と教育 

       

   ６）環境・資源・エネルギー問題の解決に資する研究開発 

以下の価値領域における研究開発を推進する。 

①環境・資源・エネルギー問題への挑戦   

②安全・安心な社会の創造 
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５．環境負荷の実績結果 

表 1-1 電力・都市ガス・化石燃料の使用実績（2020年度～2022年度） 

 

 

 

 

 

 

（注 1）電力使用量について、監視システムの運用によりリアルタイムの使用量を把握している。 

         空調機の更新や照明の LED化など計画的に省エネ設備への投資を行っているが、設備の稼働状況による使用量の変動の影響が大きい。 

そのため、削減目標を設定することが困難なことから活動対象外としている。 

（注 2）都市ガス使用量について、実験等の使用分は除く、空調で使用する都市ガス使用量が対象。 

（注 3）化石燃料（ガソリン、軽油、灯油）の使用量は極めて少ないため、目標は設定してない。 

 

表 1-2 ＣＯ２排出量（2020年度～2022年度） 

 

 

 

 

 

 

 

※CO2排出係数︓電気事業者別排出係数（2022.01.07 環境省・経済産業省公表）の 0.000351t-CO2/kWh（関西電力の調整後 

排出係数）を固定値として使用。 

都市ガスの排出係数︓EA21 ガイドライン 2017年度版 別表 環境への負荷の自己チェック表に記載された 2.16kg-CO2/㎥を使用。 

化石燃料の排出係数︓「地球温暖化対策の推進に関する法律」の単位発熱量と炭素排出係数を用い、算出。 

 

表 2 上水・コピー用紙使用量、一般可燃廃棄物の排出量の実績（2020年度～2022年度） 

 

 

 

 

 

 

（注 4）コピー用紙使用量実績︓技研全体の毎月の使用量を該当月の従業員者数で除した一人当たりの使用枚数。 

（注 5）一般可燃廃棄物の排出実績︓年間排出量を従業員数で除した一人当たりの排出量。  

22年度実績は、5,215.83kg/年÷556人より算出。 

環境取組項目 単位 
実績 

2020年度 2021年度 2022年度 

電力（注 1） kWh/年 7,573,100 7,705,000 7,878,300 

都市ガス（注 2） ㎥/年 208,984 201,864 212,603 

化石燃料（注 3） ℓ/年 4,406 2,094 2,647 

環境取組項目 単位 
実績 

2020年度 2021年度 2022年度 

電力 

ﾄﾝ-CO2/年 

2,658 2,704 2,765 

都市ガス 451 436 459 

化石燃料 11 5 6 

総数 ﾄﾝ-CO2/年 3,120 3,145 3,230 

環境取組項目 単位 
実績 

2020年度 2021年度 2022年度 

上水 ㎥/年 16,687 18,550 15,740 

コピー用紙（注 4） 枚/人/年 988 771 636 

一般可燃廃棄物（注 5） g /人/年 9,150 9,502 9,381 
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6．運用期間の環境目的別活動計画と実施結果および評価 

「評価判定」 

 

 

 

 

・運用期間中の環境目的別の活動計画（目標・取組み計画）と実施結果および評価は、以降の表の通り。 

  なお、22年度より 2019～2021年度の平均実績を基準値とし、それ以下を目標に活動した。 

 

１）電力・都市ガス使用量の抑制 

 

２）上水の適正な使用 

 

３）コピー用紙の適正な使用 

 

 

目標・取組み計画 実施結果 評価 

①冷暖房都市ガス使用量の抑制 

基準値︓210,430m3/年以下 

①電力監視システムを活用して使用量を監視。 

都市ガス使用量︓212,603m3/年（2022年度基準比 1.0％超） 

超過要因（推測）︓21年度と 22年度の平均気温差。 

退室時の空調切り忘れ。 

対応策︓空調設定温度の適正化や退室時の運転 OFF など注意喚起 

の啓発活動を行った。 

△ 

②省エネ意識の継続活動 ②空調設定温度の遵守等、定期的に啓発活動を実施した。 

③省エネ化の推進 ③計画していた設備更新（空調リプレース、照明 LED化）を実施した。 

取組み計画 実施結果 評価 

①上水の適正な使用 

基準値︓16,260m3/年以下 

①システムを活用して使用量を監視。 

上水使用量︓15,740m3/年（2022年度基準比 3.2％減） 

〇 ②モニタリング ②異常状態早期発見のための使用量モニタリングを実施した。 

異常状態発生時の要因究明と対応。 

月間実績を部門内で展開する際、啓発活動を実施した。 

取組み計画 実施結果 評価 

①コピー用紙の適正な使用 

基準値︓1,150枚/人/年以下 

①コピー用紙の使用量を把握  

コピー用紙使用量︓636枚/人/年（2022年度基準比 44.7％減） 〇 

②ペーパレス化 ②オンライン会議の活用。社内提出書類の電子決裁申請の活用 

○︓目標達成、取組み計画の実施も完了。 
△︓目標、取組み計画の実施のいずれかが完了せず。 
×︓目標、取組み計画の実施ともに完了せず。 
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４）一般可燃廃棄物の排出量の抑制 

 

５）化学物質の適正管理 

取組み計画 実施結果 評価 

①薬品管理の徹底 ①棚卸の実施（2回/年） 

〇 
ID カードによる薬品庫キーの管理継続実施 

②薬品に関する規程の周知と教育 ②薬品類取扱い規程を各部署の安全会議で周知 

社外専門家による教育（講習会）の実施。 

 

６）環境・資源・エネルギー問題の解決に資する研究開発（研究テーマ領域） 

2022年度の研究実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組み計画 実施結果 評価 

①一般可燃廃棄物の排出量の抑制 

基準値︓10,020g/人/年以下 

① 一般可燃廃棄物の排出量を把握 

排出量︓9,381g/人/年（2022年度基準比 6.4％減） 

〇 ②省資源意識の継続活動 

（3R活動） 

②廃棄物分別状況調査と廃棄ルール（分別、圧縮）の周知徹底 

ゴミ箱パトロール（3回/年）とゴミステーションのパトロール（1回/年） 

により、分別状況を確認。 

項目 関連テーマの割合（技研の全研究テーマ数比） 

①環境・資源・エネルギー問題への挑戦 39.1% 

②安全・安心な社会の創造 30.8% 

研究テーマの一例 副産物を活用したジオポリマーコンクリートの開発 
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環境目的別の年度別実績（グラフ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 CO2排出量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図 3 水使用実績(年度別) 
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            図 4 コピー用紙使用実績（年度別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5  一般可燃廃棄物の排出実績（年度別）  
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7．代表者による全体の評価と見直し・指示（2023年 ６月実施） 

［環境経営方針］ 

特に変更なし。 

［環境経営目標・計画］ 

・目標未達（基準値からの逸脱）の項目に関して、原因と是正の記録の作成、および研究所・センターでの 

環境活動を EA21 に含める対応を行うこと。 

・コピー用紙使用削減の目標設定や実績把握方法の検討について、確実に行うこと。 

［環境経営システムの各要素］ 

推進体制、システムは現状で特に問題なし。 

 

8．環境目的別中長期経営計画 

表 3 中長期環境経営計画（2022年度～2024年度） 

№ 環境目的 項目 2022年度 2023年度 2024年度 

1 

二酸化炭素排出量の

削減として電力・都市

ガス使用量の抑制 

冷暖房用都市ガス使用量

の抑制 
基準値︓210,430m3/年以下 

省エネ意識の啓発活動 不要電灯、PC モニタ OFF の啓発活動の継続 

省エネ化の推進 空調リプレース、照明 LED化 

2 上水の適正な使用 

上水の適正な使用 基準値︓16,260m3/年以下 

モニタリング 
・異常状態早期発見のための使用量モニタリングの継続 

・異常状態発生時の要因究明と対応 

3 
コピー用紙の適正な 

使用 

コピー用紙の適正な使用 基準値︓1,150枚/人/年以下 

ペーパ－レス化 

・ペーパーレス会議 

・社内提出書類の電子承認の範囲拡大 

・2in１、両面コピー 

4 
一般可燃廃棄物の 

排出量の抑制 

一般可燃廃棄物の排出

量の把握 
基準値︓10,020g/人/年以下 

3R活動 

・廃棄物分別状況調査と廃棄ルール（分別、圧縮）の周知徹底 

 ゴミパトロールの実施︓3回/年 

 ゴミステーションパトロールの実施︓1回/年 

5 化学物質の適正管理 

薬品管理の徹底 ・棚卸し（毒劇物、危険物の保管数量確認）の定期実施︓2回/年 

・ID カードによる薬品庫キーの管理継続実施 

システム検討 2023年度～ 運用開始 

薬品に関する規程の周知

と教育 

・薬品類取扱い規定の周知︓1回/年 

・薬品に関する社内教育（SDS、薬品輸送規則など）︓1回/年 

・社外専門家による教育（講習会）︓3年ごと開催 

2022年度開催。次回、2025年度開催予定。 
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６ 

環境・資源・エネルギ

ー問題の解決に資す

る研究開発 

 

（研究テーマ領域） 

環境・資源・エネルギー問題

への挑戦 

・CO2削減・回収技術・低炭素製鉄 

・クリーンエネルギー生産（再生可能エネルギー等） 

・CO2排出量の少ない素材提供/エネルギー供給 など 

安全・安心な社会の創造 

・低排出、安全なモビリティ・物流への貢献 

・防災・減災・災害に強いまちづくり、BCP 

・持続可能、再生可能なインフラ素材・技術 など 

※2022年度以降、基準値以下を目標に計画 

 基準値︓2019～2021年度の平均実績（＊四捨五入で補正） 

 

9．環境関連法規制等の順守状況 

環境関連法規制等の順守状況を定期評価した結果、環境法規制等の逸脱は無かった。 

なお、関係当局より違反等の指摘は、1998年以降なし。 

   法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通り。 

適用される法規制 該当の報告書及び点検 評価 

下水道法 排水管理報告書（2回/年提出） 順守 

水質汚濁防止法 漏洩等の事故報告書 該当なし 

土壌汚染対策法 土地の利用状況報告書（1回/年提出） 順守 

大気汚染防止法 

①ばい煙測定（2回/年） 

②大気汚染物質排出量総合調査票（3年毎） 

③漏洩等の事故報告 

①順守 

②順守 

③該当なし 

騒音規制法 施設の設置数確認（1回/年） 順守 

廃棄物の処理及び清掃に関する 

法律 

①許可有効期限の点検（2回/年） 

②発行済みマニフェストの点検（2回/年） 

③産業廃棄物管理票交付状況報告書（1回/年） 

①順守 

②順守 

③順守 

消防法及び消防条例 
①消防用設備点検（2回/年） 

②危険物貯蔵量の点検（1回/年） 

①順守 

②順守 

高圧ガス保安法 
①自主検査（1回/年） 

②保安検査（3年毎） 

①順守 

②順守 

神戸市廃棄物の適正処理再利用 

及び環境美化に関す条例 
廃棄物減量等計画書（1回/年） 順守 

神戸市民の環境をまもる条例 環境保全実施状況報告書（1回/年） 順守 

フロン排出抑制法 
回収依頼書又は、委託確認書及び引取証明書 

簡易点検および定期点検の記録の保存 
順守 

自動車ＮＯx・ＰＭ法 自動車使用管理実績報告書（1回/年） 順守 

ＰＲＴＲ法 指定化学物質の使用量調査。必要に応じ実績報告書を提出する。 順守 

環境の保全と創造に関する条例 
①特定物質排出抑制措置計画書（変更があれば変更計画書を提出） 

②特定物質排出抑制結果報告書（1回/年） 

①変更なし 

②順守 

エネルギーの使用の合理化に関する法律 
定期報告書、中長期計画書、エネルギー管理員選任届、地縁的一体性覚

書の提出（1回/年） 
順守 

地球温暖化対策の推進に関する法律 温室効果ガス算定排出量シート（１回/年） 順守 
以上 



[bookmark: _Hlk106098007][image: ]
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神戸総合技術研究所では、神戸製鋼所の環境管理規程ならびに環境省が定める

エコアクション21に沿った環境経営マニュアルを整備し、省エネルギー、省資源、廃棄物

削減等に配慮しつつ研究開発活動を進めています。環境負荷軽減に資する新製品・

新技術の研究開発を通じて社会に貢献してまいります。
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１．事業所の概要

[image: ]対象組織・サイト（点線で囲った部分）

































１）登録事業者名

株式会社神戸製鋼所 神戸総合技術研究所（略称、技研）

２）所在地

〒651-2271 兵庫県神戸市西区高塚台１丁目５番５号

３）代表者・環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

代表者（事業所環境統括責任者）開発業務部長：村上　昌吾

環境管理責任者　　開発業務部　総務室長：西島　太郎

事務局長　　　　　　 開発業務部 総務室 安全設備チーム：古谷　敦志

担当者           開発業務部 総務室 安全設備チーム：島本　陽介　　TEL：078-992-5523

４）事業内容

技術ならびに製品に関する研究開発業務

５）事業の規模

従業員　　　　　       561名（2023年4月現在）

工場延べ床面積      64,330㎡

６）事業年度

当年4月1日より翌年3月31日



※㈱神戸製鋼所の環境活動の詳細：KOBELCOグループ統合報告書・ESGデータブック参照。

　　　　　URL：https://www.kobelco.co.jp/about_kobelco/outline/integrated-reports/index.html

２．環　境　経　営　方　針



〔 環 境 理 念 〕

神戸総合技術研究所は、地球環境の保全と調和に配慮し省資源・省エネルギー活動に努め、社会的責任を

果たします。

〔 環 境 経 営 方 針 〕

神戸総合技術研究所は、環境経営システム（エコアクション２１）にのっとり、全所員が一丸となって自主的

・積極的に環境保全活動に取組みます。



[bookmark: _Hlk120196211]＜環境保全への行動指針＞

１．環境関連法規制やその他の要求事項を順守します。

２．環境経営目標を定めて定期的に見直しを行い、継続的改善に努めます。

３．全所員参加による取組みを継続して環境マインドの向上に努めます。

　　　４．具体的な取組みとして次のことを推進します。

1 [bookmark: _Hlk109312991][bookmark: _Hlk109389472][bookmark: _Hlk109835535]二酸化炭素排出量の削減のため、電力・都市ガス使用量の抑制に取組みます。

2 天然資源である水とコピー用紙を適正に使用します。

3 事業活動によって発生する廃棄物の排出量の抑制と適正な分別回収を行い、再資源化に努めます。

4 使用する化学物質の適正な管理を行います。

5 [bookmark: _Hlk108803093]環境・資源・エネルギー問題の解決に資する研究開発を推進します。

５．環境経営方針は社内に掲示し、全所員に周知すると共に外部へも公表します。

制　定　2007年 1月26日

改　定　2022年 ５月11日

株式会社　神戸製鋼所　神戸総合技術研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者（事業所環境統括責任者）

村　上　　昌　吾　

３．実施体制

エコアクション２１（ＥＡ２１）の活動を行うための組織図概要を図１に示す。
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図１　ＥＡ２１組織図概要

4．活動計画（目標達成手段）

22年度に活動を計画した環境目的、目標を達成するための手段は下記のとおり。

１）電力・都市ガス使用量の抑制

①冷暖房都市ガス使用量の抑制（冷暖房用都市ガス使用量を監視）

②省エネ意識の継続活動

③省エネ化の推進



[bookmark: _Hlk109640858]２）上水の適正な使用

①上水の適正な使用（上水を大量に使用する設備の抽出）

②モニタリング（上水使用量を監視）　基準値・警戒値を超えた時の要因究明と対応

③省エネ意識の継続活動（啓発活動の実施）



３）コピー用紙の適正な使用

①コピー用紙の適正な使用（コピー用紙の使用量を把握）

②ペーパレス化

③省資源意識の継続活動



４）一般可燃廃棄物の排出量の抑制

①一般可燃廃棄物の排出量の把握

②省資源意識の継続活動（3R活動）



５）化学物質の適正な管理

①薬品管理の徹底

②薬品に関する規程の周知と教育

　　　　　　

[bookmark: _Hlk109400060]　　　６）環境・資源・エネルギー問題の解決に資する研究開発

以下の価値領域における研究開発を推進する。

①環境・資源・エネルギー問題への挑戦　　

②安全・安心な社会の創造













[bookmark: _Hlk106615691]５．環境負荷の実績結果

[bookmark: _Hlk109399622]表1-1　電力・都市ガス・化石燃料の使用実績（2020年度～2022年度）

		[bookmark: _Hlk123037810]環境取組項目

		単位

		実績



		

		

		2020年度

		2021年度

		2022年度



		電力（注1）

		kWh/年

		7,573,100

		7,705,000

		7,878,300



		都市ガス（注2）

		㎥/年

		208,984

		201,864

		212,603



		化石燃料（注3）

		ℓ/年

		4,406

		2,094

		2,647

















（注1）電力使用量について、監視システムの運用によりリアルタイムの使用量を把握している。

　　　　　　　　　空調機の更新や照明のLED化など計画的に省エネ設備への投資を行っているが、設備の稼働状況による使用量の変動の影響が大きい。

そのため、削減目標を設定することが困難なことから活動対象外としている。

（注2）都市ガス使用量について、実験等の使用分は除く、空調で使用する都市ガス使用量が対象。

（注3）化石燃料（ガソリン、軽油、灯油）の使用量は極めて少ないため、目標は設定してない。



表1-2　ＣＯ２排出量（2020年度～2022年度）

		[bookmark: _Hlk123041031]環境取組項目

		単位

		実績



		

		

		2020年度

		2021年度

		2022年度



		電力

		ﾄﾝ-CO2/年

		2,658

		2,704

		2,765



		都市ガス

		

		451

		436

		459



		化石燃料

		

		11

		5

		6



		総数

		ﾄﾝ-CO2/年

		3,120

		3,145

		3,230



















※CO2排出係数：電気事業者別排出係数（2022.01.07　環境省・経済産業省公表）の0.000351t-CO2/kWh（関西電力の調整後

排出係数）を固定値として使用。

都市ガスの排出係数：EA21ガイドライン2017年度版　別表　環境への負荷の自己チェック表に記載された2.16kg-CO2/㎥を使用。

化石燃料の排出係数：「地球温暖化対策の推進に関する法律」の単位発熱量と炭素排出係数を用い、算出。



表2　上水・コピー用紙使用量、一般可燃廃棄物の排出量の実績（2020年度～2022年度）

		[bookmark: _Hlk107593788]環境取組項目

		単位

		実績



		

		

		2020年度

		2021年度

		2022年度



		上水

		㎥/年

		16,687

		18,550

		15,740



		コピー用紙（注4）

		枚/人/年

		988

		771

		636



		一般可燃廃棄物（注5）

		g /人/年

		9,150

		9,502

		9,381

















（注4）コピー用紙使用量実績：技研全体の毎月の使用量を該当月の従業員者数で除した一人当たりの使用枚数。

（注5）一般可燃廃棄物の排出実績：年間排出量を従業員数で除した一人当たりの排出量。　

22年度実績は、5,215.83kg/年÷556人より算出。

[bookmark: _Hlk106615653][bookmark: _Hlk106615966][bookmark: _Hlk106616526]6．運用期間の環境目的別活動計画と実施結果および評価

「評価判定」

○：目標達成、取組み計画の実施も完了。

△：目標、取組み計画の実施のいずれかが完了せず。

×：目標、取組み計画の実施ともに完了せず。









・運用期間中の環境目的別の活動計画（目標・取組み計画）と実施結果および評価は、以降の表の通り。

　　なお、22年度より2019～2021年度の平均実績を基準値とし、それ以下を目標に活動した。



１）電力・都市ガス使用量の抑制

		目標・取組み計画

		実施結果

		評価



		①冷暖房都市ガス使用量の抑制

基準値：210,430m3/年以下

		①電力監視システムを活用して使用量を監視。

都市ガス使用量：212,603m3/年（2022年度基準比1.0％超）

超過要因（推測）：21年度と22年度の平均気温差。

退室時の空調切り忘れ。

対応策：空調設定温度の適正化や退室時の運転OFFなど注意喚起

の啓発活動を行った。

		△



		②省エネ意識の継続活動

		②空調設定温度の遵守等、定期的に啓発活動を実施した。

		



		③省エネ化の推進

		③計画していた設備更新（空調リプレース、照明LED化）を実施した。

		







２）上水の適正な使用



		取組み計画

		実施結果

		評価



		①上水の適正な使用

基準値：16,260m3/年以下

		①システムを活用して使用量を監視。

上水使用量：15,740m3/年（2022年度基準比3.2％減）

		〇



		②モニタリング

		②異常状態早期発見のための使用量モニタリングを実施した。

		



		

		異常状態発生時の要因究明と対応。

		



		

		月間実績を部門内で展開する際、啓発活動を実施した。

		





３）コピー用紙の適正な使用

		取組み計画

		実施結果

		評価



		①コピー用紙の適正な使用

基準値：1,150枚/人/年以下

		①コピー用紙の使用量を把握　

コピー用紙使用量：636枚/人/年（2022年度基準比44.7％減）

		〇



		②ペーパレス化

		②オンライン会議の活用。社内提出書類の電子決裁申請の活用

		









４）一般可燃廃棄物の排出量の抑制

		取組み計画

		実施結果

		評価



		①一般可燃廃棄物の排出量の抑制

基準値：10,020g/人/年以下

		1 一般可燃廃棄物の排出量を把握

排出量：9,381g/人/年（2022年度基準比6.4％減）

		〇



		②省資源意識の継続活動

（3R活動）

		②廃棄物分別状況調査と廃棄ルール（分別、圧縮）の周知徹底

		



		

		ゴミ箱パトロール（3回/年）とゴミステーションのパトロール（1回/年）

		



		

		により、分別状況を確認。

		







５）化学物質の適正管理

		取組み計画

		実施結果

		評価



		①薬品管理の徹底

		①棚卸の実施（2回/年）

		〇



		

		IDカードによる薬品庫キーの管理継続実施

		



		②薬品に関する規程の周知と教育

		②薬品類取扱い規程を各部署の安全会議で周知

		



		

		社外専門家による教育（講習会）の実施。

		







６）環境・資源・エネルギー問題の解決に資する研究開発（研究テーマ領域）

2022年度の研究実績

		項目

		関連テーマの割合（技研の全研究テーマ数比）



		①環境・資源・エネルギー問題への挑戦

		39.1%



		②安全・安心な社会の創造

		30.8%



		研究テーマの一例

		副産物を活用したジオポリマーコンクリートの開発











































環境目的別の年度別実績（グラフ）
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[bookmark: _Hlk81126917]

図2　CO2排出量



[image: ]



























[bookmark: OLE_LINK1]



　　　　　　　図3　水使用実績(年度別)
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　　　　　　　　　　　　図4　コピー用紙使用実績（年度別）
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図5　 一般可燃廃棄物の排出実績（年度別）







7．代表者による全体の評価と見直し・指示（2023年 ６月実施）

［環境経営方針］

特に変更なし。

［環境経営目標・計画］

・目標未達（基準値からの逸脱）の項目に関して、原因と是正の記録の作成、および研究所・センターでの

環境活動をEA21に含める対応を行うこと。

・コピー用紙使用削減の目標設定や実績把握方法の検討について、確実に行うこと。

［環境経営システムの各要素］

推進体制、システムは現状で特に問題なし。



8．環境目的別中長期経営計画

表3　中長期環境経営計画（2022年度～2024年度）

		№

		環境目的

		項目

		2022年度

		2023年度

		2024年度



		1

		二酸化炭素排出量の削減として電力・都市ガス使用量の抑制

		冷暖房用都市ガス使用量の抑制

		基準値：210,430m3/年以下



		

		

		省エネ意識の啓発活動

		不要電灯、PCモニタOFFの啓発活動の継続



		

		

		省エネ化の推進

		空調リプレース、照明LED化



		2

		上水の適正な使用

		上水の適正な使用

		基準値：16,260m3/年以下



		

		

		モニタリング

		・異常状態早期発見のための使用量モニタリングの継続
・異常状態発生時の要因究明と対応



		3

		コピー用紙の適正な

使用

		コピー用紙の適正な使用

		基準値：1,150枚/人/年以下



		

		

		ペーパ－レス化

		・ペーパーレス会議
・社内提出書類の電子承認の範囲拡大

・2in１、両面コピー



		4

		一般可燃廃棄物の

排出量の抑制

		一般可燃廃棄物の排出量の把握

		基準値：10,020g/人/年以下



		

		

		3R活動

		・廃棄物分別状況調査と廃棄ルール（分別、圧縮）の周知徹底

　ゴミパトロールの実施：3回/年

　ゴミステーションパトロールの実施：1回/年



		5

		化学物質の適正管理

		薬品管理の徹底

		・棚卸し（毒劇物、危険物の保管数量確認）の定期実施：2回/年
・IDカードによる薬品庫キーの管理継続実施



		

		

		

		システム検討

		2023年度～　運用開始



		

		

		薬品に関する規程の周知と教育

		・薬品類取扱い規定の周知：1回/年



		

		

		

		・薬品に関する社内教育（SDS、薬品輸送規則など）：1回/年



		

		

		

		・社外専門家による教育（講習会）：3年ごと開催

2022年度開催。次回、2025年度開催予定。



		[bookmark: _Hlk108803672]６

		環境・資源・エネルギー問題の解決に資する研究開発



（研究テーマ領域）

		環境・資源・エネルギー問題への挑戦

		[image: ]・CO2削減・回収技術・低炭素製鉄

・クリーンエネルギー生産（再生可能エネルギー等）

・CO2排出量の少ない素材提供/エネルギー供給　など



		

		

		安全・安心な社会の創造

		[image: ]・低排出、安全なモビリティ・物流への貢献

・防災・減災・災害に強いまちづくり、BCP

・持続可能、再生可能なインフラ素材・技術　など





[bookmark: _Hlk106292042]※2022年度以降、基準値以下を目標に計画

　基準値：2019～2021年度の平均実績（＊四捨五入で補正）



9．環境関連法規制等の順守状況

環境関連法規制等の順守状況を定期評価した結果、環境法規制等の逸脱は無かった。

なお、関係当局より違反等の指摘は、1998年以降なし。

　　　法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通り。

		適用される法規制

		該当の報告書及び点検

		評価



		下水道法

		排水管理報告書（2回/年提出）

		順守



		水質汚濁防止法

		漏洩等の事故報告書

		該当なし



		土壌汚染対策法

		土地の利用状況報告書（1回/年提出）

		順守



		大気汚染防止法

		①ばい煙測定（2回/年）

②大気汚染物質排出量総合調査票（3年毎）

③漏洩等の事故報告

		①順守

②順守

③該当なし



		騒音規制法

		施設の設置数確認（1回/年）

		順守



		廃棄物の処理及び清掃に関する

法律

		①許可有効期限の点検（2回/年）

②発行済みマニフェストの点検（2回/年）

③産業廃棄物管理票交付状況報告書（1回/年）

		①順守

②順守

③順守



		消防法及び消防条例

		①消防用設備点検（2回/年）

②危険物貯蔵量の点検（1回/年）

		①順守

②順守



		高圧ガス保安法

		①自主検査（1回/年）

②保安検査（3年毎）

		①順守

②順守



		神戸市廃棄物の適正処理再利用

及び環境美化に関す条例

		廃棄物減量等計画書（1回/年）

		順守



		神戸市民の環境をまもる条例

		環境保全実施状況報告書（1回/年）

		順守



		フロン排出抑制法

		回収依頼書又は、委託確認書及び引取証明書

簡易点検および定期点検の記録の保存

		順守



		自動車ＮＯx・ＰＭ法

		自動車使用管理実績報告書（1回/年）

		順守



		ＰＲＴＲ法

		指定化学物質の使用量調査。必要に応じ実績報告書を提出する。

		順守



		環境の保全と創造に関する条例

		①特定物質排出抑制措置計画書（変更があれば変更計画書を提出）

②特定物質排出抑制結果報告書（1回/年）

		①変更なし

②順守



		エネルギーの使用の合理化に関する法律

		定期報告書、中長期計画書、エネルギー管理員選任届、地縁的一体性覚書の提出（1回/年）

		順守



		地球温暖化対策の推進に関する法律

		温室効果ガス算定排出量シート（１回/年）

		順守
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